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After the 1948 Great Fukui Earthquake Disaster, Fukui Prefectural Government and 
municipalities in the damaged area established and managed many long-term projects for 
regional reconstruction. The projects involved were urban planning, construction of straight and 
wide roads, reclamation of agricultural land by drainage improvement, and prevention of 
disasters. The fundamental structure of the today's Fukui Region has been originated from the 
programs. This paper examines these long-term programs and their function to toda.y's society. 
Re-evaluated and discussed here are the important lessons which we can get in the reconstruction 
programs from the Great Fukui Earthquake Disaster. 
Some of the lessons are as follows: 
1) assuming cases of the worst situation, legal preparation and supplement in advance of 
disasters are necessary. 
2) disaster relief teams should be active under the control of a unified command system. 
3) the supreme commander should lega.ly do precise and timely decision making. 
4) a positive catchphrase may be effective to encourage residents' rebuilding activities. 
5) long-term reconstruction programs should be based on attractive master policies for the 
damaged region 
6) integrated relief organizations should be established among municipalities and prefectures in 
the vicinity before terrible disasters. 
7) multiple systems of transportation and communication should be constructed. 
8) prevention programs of disasters would be renewed to meet the current needs. 
9) the prior distribution of budget to key projects is indispensable for the quick and attractive 
reconstruct卲n. 
10) urgent measures should be limited in a short term, and long-term reconstruction activities 
would be tackled as soon as possible. 
11) a disaster-prevention system should be established by taking regional characteristics such as 
geological , geographical , social , cultural conditions into consideration. 
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福井地震は昭和23年 6 月 28 日午後 5 時13分(夏時間)に発生したマグニチュード7.1 (当時の計算方
式では7.3) の内陸直下型地震である。震源は福井県坂井郡坂井町から丸岡町辺りに推定きれている 。
明瞭な地表地震断層は出現しなかったが，福井市東方の地下をほぼ南北に走ると推定されている。こ
の地震による震度 6 以上の烈震区域の面積は2 ， 050km'， 震度 7 以上の激震区域の面積は 1 ， 400km'であ っ
た 41)。この地震により，福井市と坂井郡を中心に，死者約 4 千名，負傷者約 2 万名，全壊家屋約 3 万 5
千軒，半壊家屋 1 万 l 千軒，焼失家屋約 4 千軒の被害を受けた制。




たこと，救援 ・ 復旧作業に携わった人たちによる提言には阪神 ・ 淡路大震災後 (1995年)になされた
それらと同内容のものが多々あること，などが指摘されている。特に回復の早きには目を見張るもの
があった。例えば，福井県の基幹産業であった機織物は，戦災，震災により壊滅的打撃を受けたが，









福井大震災後の救援・復興に直接関わった法律は，昭和22年 2 月 18 日に施行された災害救助法，同
施行令(昭和22年10月 30 日施行，同年12月改正)および，同施行規則(昭和23年10月 31 日)であり，























その的確さにおいて特筆されるのは，輸送路確保対策であ っ た。 彼は，道路を塞いでいる倒壊家屋の
除去を命令した 23)ほか，国道12号*の啓聞を勧告・指揮した2九 これにより，戦災震災復興は大きく進




当然であるが，上記の災害救助法に基づく活動だけで， 震災およびその 1 ヶ月後の水害によ っ て引
き起こされたあらゆる事態に対処できたわけではない。 必要に応じて，時限立法的な処置が採られた。
例えば， 震災臨時措置条例 (昭和23年 7 月 16 日 ) ，福井県震災対策本部設置規程(昭和23年 7 月 1
日) ，福井県水害対策本部設置規程 (昭和23年 7 月 30 日 ) ，昭和23年震水害福井県県税減免条例(昭和




教訓I 1 ・救助法を制定し，災害発生時の活動部隊を事前に編成しておくこと 。
* ) 国道12号線は昭和27年に国道 8 号線に指定替えされた24)。 この国道は，武生市，鯖江市，福井市の中心
部をほぼ南北に縦断していたが，現在はこれらの市街地の東を通るように付け替えられため，現在










































































内部では，かなりの部分が幅員 3mないし 4 .5mであり， 一般の生活道路と同様に，狭〈屈曲が多かっ
た。そのため，戦前の地形図では，国道12号線が，福井市内で途切れているように見える 。 国道を国
道らしくするために，道路幅を 7.5mないし 9mtこ拡幅することになった。 さらに，屈曲部の直線化も
考慮された。




4) 重要物資の増産，増送に必要な路線のうち， 重要なものを早〈改良する 。
5) 震災地道路の復旧は，幹線を大改良し，支線はそのまま復旧する 。
この中で特に日を引くのは2) ， 3 ) である 。 現在隣接県への道路はほぼ確保されて.いるものの，海と
山に固まれた福井県では，主要道路の路線設定が平野や谷筋 (断層密集地借) 等の限られたルートに













図 I :昭和24年当時の既成市街地と新都市計画による街路区画。 福井市(編) 21)に掲載の図を一部加筆修正。
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福井市内では，国道以外の主要道路も，道路幅11m， 3m, 6mの 3 種とし， 11mを主幹とする計画





















教訓15 :災害時でも隣接地 (他府県，市町村)との交通が確保できること 。
教訓16 :代替路線を複数用意しておくこと 。
教訓 17 : 防災対策は，時代に合わせて内容を更新してい く こと 。
4 -3 .農地の地盤整備事業
福井地震の特質は，震源地が軟弱地盤の沖積層から形成きれた坂井平野の直下の，かつ地表に近い
浅い箇所にあ ったこ とと されている 42)。 これにより，坂井平野の全耕地には，沈下・陥没・ 亀裂が生






げられた六大振興対策でも ， 筆頭にこの農地乾固化が挙げられている 18)。そ して，乾田化対策に具体的
に着手しかけた途端に，福井地震が発生 し たのである。前述したょっに耕地の被害がきわめて甚大で
あったため，乾田化対策がいっそっ急務となった。そこで，単なる乾田化に とどまらず，より根本的
な地盤整備としてA) 耕地排水， B) 河川改修の両面から土木工事を遂行することとなった。農地に関し
て，こうした思い切った恒久対策を採用した背景には，まさに「転禍為福」の精神がある 42)。
まず， A)耕地排水については，竹田川沿岸一帯で地区毎に， 機械排水施設を設置し， 高水位時に対
処しうるようにした。五味川の千田一田屋間約4 .5kmの水路整正工事を含めて，工事予算は 1 億6 ， 600
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図 2 :福井県坂井平野を流れる兵庫川の河川改修による水路変更の様子。 昭和21 年当時と昭
和50年当時の空中写真を参考に作図。 道路については，空中写真において明暗に現れ
ているのものみを記入。 福井市(編)2り掲載されている空中写真に一部加筆・修正。
えるような仕組みとした。この土木工事による兵庫川の流路変更の様子を， 図 2 に示している。工事
予算は約 2 憶5 ， 480万円であ った。また洪水時にも冠水を免れ，速やかな通行を可能にする幹線道路の
建設を目指して， C) 坂井平野の関係道路改修も計画きれた。この工事予算額は8 ， 653万円であ った。当
初の地盤整備事業予算は， 5 億円を越えるものであ った 42)。
福井県では，水田の陥没，隆起による段差の修復などを震災直後 3 ヶ年計画で、農林省に要請した。
予算上の制約を受け， 4 ヶ年計画での復旧事業となったが，結果的にさらに 2 年間の延長が必要で、あ
った lヘ農地乾由化を重点的に推進したため，昭和24年度の福井県の同経費は23年度の30倍にもな っ










教訓 18 : I転禍為福」のために ， 将来計画を常に用意しておくこと。
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図 3 :昭和21 年""26年度の福井県予算に占める災害復旧費と恒久対策関連費。統計資料は， 「箔井県統計
害J3 )， 4) ， 5) ， 6) による。
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図 3 では，昭和21年度から 26年度までの各年度の福井県支出額について，総額とともに，突発的な
災害復旧費，恒久対策の色合いの濃い農地乾固化費と都市計画費，および関連項目の費用を取り出し






昭和22年から 24年にかけての県民一人当たりの事業費配分は，一般事業費で1 ， 458円，災害復旧費で







福井市議会は， 23年 7 月 2 日に続いて， 8 月 24 日にも復興予算の追加上程を行い，さらに 10月， 12 
月に追加予算を組み，この年だけで，合計 8 億1 ， 930万円の追加予算を計上した 22)。 中小町村でも莫大
な復興予算の確保に苦労した。 例えば，松岡町における災害復興援助額は，国庫補助，起債，融資な
どを含めて，総額25億円に達した問。







事項の予算を獲得する場合もあった 10) ， 11)。その結果，復興援助額としては，県単位では，要求額60億円















には，災害予防・災害応急対策・災害復旧対策を 3 骨子とする防災計画により， 1)機動力増強， 2)物

























年から)造林 3 ヶ年計画を立て，さらに昭和27年からも再度造林 3 ヶ年計画を実施し，山林回復を図
った。造林予算は昭和29年にピークに達した 16)。
さらに，時代だけでなく，地域性をも加味した防災体制でなければならない。 たとえば，建物の新
規建設を考える際，理想的には， a) 立地選定にあた っ ては，地盤強度の高い地帯45)で，かつ当該の建物









福井大震災の場合にも，福井県内や日本各地からの援助があ っ た 。 突然の災害であ っ たので，その











福井地震断層が再動して福井地震程度のエネルギーを放出する再来周期は， 2 ， 000年から 20 ， 000
年 1)， 35)， 36) とも見積もられている。同程度の地震は 1948年以前にも数回あったと推定される 37)。今後もお
およそ 1 ， 000年に 1 回より低い割合で激震が福井を襲うことは想像に難くない。しかしながら，この大
地震の発生頻度の低きを考えると，防災体制の整備と維持・更新だけのために，恒常的に巨額の費用
を投入し続けるのはあまり効率的ではなかろっ。また，それぞれの市町村や県全体の地域社会構造も，













福井県は，平成元年 (1989) に福井県地震被害想定調査8)を，平成 9 年 (1997) にも福井県地震被害
予測調査12)を実施した。いずれの被害予測でも，福井地震規模の地震が調査時点で発生すれば，昭和23
年の時と同程度の死者がでると予測している。これらの調査報告を受けて，福井県 (1996) では，福
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